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高句麗地名は高句麗語か
板橋論文

orig: 2004/06/09

板橋論文でも「高句麗地名は高句麗語を表しているか」という節を設けて、この点
に関して「議論を踏まえる必要がある。」としている。その通りに思う。 同論文では、
『三国史記』地理志巻３５，３７に挙げられた地名の所在地について

本来ここは扶余系諸語を用いた 、または扶余系の南下支流の百済が興った
ところである。（中略）従って、厳密には高句麗語と呼ぶには問題があるかもしれ
ないが、実際にはこの地名が一つの扶余系言語を代表していると考えて支障は
ない（李1972:12-14）。これは高句麗語を代表言語として取り上げる消極的理由
であるが、このほかに李（1972:14-18)は積極的な理由を５点あげている。それを
概観すると次のようである：」

と述べる。引用を続ける。（板橋論文が概観する李（李基文氏）論文）

１）用字の特徴（表形式は引用者。使用回数は引用者が追加。）

使用漢字 意味 使用回数*

忽** 城 44

内、奴 壌 12

達 山 19

巴衣、波兮 紛、巌 8

*注：使用回数は引用者が追加した。巻３５と３７での使用回数。まだ正確ではない。数える
たびに違うので・・・
**注：板橋論文には「勿」とあるが間違いであろう

などで特徴づけられる、百済や新羅には見られない、独特の地名を示しており、そ
れが一つの言語を示唆している。

２）これらの地名が方言を示している。例として口を意味する今日の江華島と披州
に当たる地域では「古次」または「串」で表され[kuci]と読まれたであろうと考えられ
るのに対し、今日の始興・揚口などでは「忽次」と表されており[kurci]と読まれたと
考えられ、後者が古形であろうと見られる。

３）「三国史記」巻37は高句麗地名(故高句麗南界)百済地名と「三国有名未詳地
分」を記載した後、「鴨緑水以北未降十一城」「鴨緑水以北新得城三」などを挙
げ、鴨緑以北の地名が高句麗地名と同じ特徴を示しており、特徴的であるとし、具
体的な語例を挙げている。

４）「三国史記」の地名以外の史籍に現われる高句麗語資料には人名、官名、部
族名などの少なからぬ固有名詞を見ることができる。これらは明らかに高句麗語を
代表する確実な資料と言える。その例としていくつか具体例を挙げている。

５）「三国史記」の高句麗地名が初期中期朝鮮語資料に現われるが、これは地名
から構築される単語が一部統一新羅を経て高麗時代中期または朝鮮時代初期ま
で存続していたという事実から、この地名を表した言語がこの地方の本来の言語
であるとする可能性は少ないと考えられ、従って、それは高句麗語である蓋然性
が最も大であると思われる。

（以上が板橋論文が概観する李論文で、内容としては私の孫引きとなる）

（板橋氏の文）これらの積極的な理由は妥当であると考えるが、それをさらに強化
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する意味においても以下のより多くの語例に基づいた言語学的考察が不可欠で
ある。（引用終わり）

この後、板橋論文では高句麗語と日本語、その他の諸語との対応比較を提示して
おり、「高句麗地名」が「高句麗語」であるか、に関しては読みとれなかった。

上記３）に云う「鴨緑以北の地名」を下記拾い出しておく。確かに「忽」を「城」の意
味に使っている例が多く、それが高句麗語地名の特徴として良いだろう。そうでな
い事例もあるにはあるが。

主記述 別名 備考

降伏しない１１城

北扶余城州 もと助利非西

節城 もと蕪子忽 節＝フシ？

豊夫城 もと肖巴忽

新城州
もと仇次忽、敦
城ともいう

桃城 もと波尸忽 桃＝ハシ？

大豆山城 もと非達忽 大豆＝ヒ？

遼東城州 もと鳥列忽

屋城州 なし

白石州 なし

多伐嶽州 なし

安市城 以前の安寸忽 以上11例中７例で城＝忽

降伏した１１城

椋 城 なし

木底城 なし

藪口城 なし

南蘇城 なし

甘勿主城 もと甘勿伊忽

（麦？）
田谷城

なし

心岳城 もと居尸坤

国内州
不耐ともいい尉

那 城ともいう

屑夫婁城 もと肖利巴利忽

朽岳城 もと骨尸坤

木城 なし
以上11例中２例で城＝忽。坤が２例あり、岬の間
違いか、同じ事なのか、いずれにしても高句麗
語っぽい。

逃亡した（７）城

城 もと乃勿忽
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面岳城 なし

牙岳城 もと皆尸押忽

鷲岳城 もと甘弥忽

積利城 もと赤里忽

木銀城 もと召尸忽

犁山城 もと加尸達忽 以上７例中６例で城＝忽

攻め取った３城

穴城 もと甲忽

銀城 もと折忽

似城 もと史忽 以上３例中３例で城＝忽

高句麗語の研究の勉強ＴＯＰへ
HPへ戻る


